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＜報道関係各位＞ 

株式会社ジェーシービー 

 

JCB、日本における決済手段別の CO2 排出量を 
算定したホワイトペーパーを発行 

 

株式会社ジェーシービー (本社：東京都港区、代表取締役兼執行役員社長：二重 孝好、以下：JCB)は、

CO2 排出量算定技術を有する Your Arbor Inc.（本社：カナダ カルガリー、CEO Alex Todorovic、以下 Arbor）

と共同で算定を行った日本における決済手段別の取引一回当たり CO2 排出量結果を纏めたホワイトペー

パーを発行しました。 

 

 

 

 

 

 

 国際社会で目標が設定されている SDGs および気候変動対策は、国内でも取り組みが広がっており、個

人消費者レベルでの関心も高まってきています。キャッシュレス決済がこうした SDGs や気候変動対策へど

のように貢献できるかという観点ではまだまだ議論が必要と認識しています。 

 

 こうした状況を踏まえ、JCB ではキャッシュレス決済を含む各決済手段が環境に与える具体的な影響内

容を可視化することを目的に、Arbor と共同で、日本での現金とキャッシュレス決済サービスのライフサイク

ル全体で発生する CO2 排出量の算出および分析を実施しました。 

 

 算出にあたっては、製品やサービスの環境負荷を定量的に評価するために用いられるライフサイクルア

セスメント（LCA）※1 評価手法を採用し、現金決済・物理カード決済・モバイルタッチ決済のライフサイクル

を「製造」・「運用」・「廃棄」に分類のうえ、各工程で発生する CO2 排出量より、決済手段別の取引一回当た

りの CO2 排出量を出し、その算出結果をホワイトペーパーにまとめています。上記に基づき算出した結果

は、以下の通りです。 

  

概要 



 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本レポートには、決済手段別 CO2 排出量算定のため活用したデータおよび算出ロジックも掲載しており、

算出にあたっては、LCA 評価方法の原則とフレームワークに関する国際基準である ISO14040・14044・

14064 に基づいて計算を実行しております。 

 

▶ホワイトペーパーはこちら  

 

※1 LCA（Life Cycle Assessment）  ：製品やサービスのライフサイクル全体にわたる環境への影響を定量的に

評価する手法として広く利用される評価方法です。 

 

 

 

 Arbor は、各事業者のプロダクトやサプライチェーンなどで発生するカーボン・インパクトの算定技術を提

供する事業者です。Arbor の技術は、インプットしたデータの分析・算定に加え、専門家のガイダンスに基づ

くインサイト提供にも対応しており、各事業者に対し、CO2 排出量の可視化、および削減支援を提供してい

ます。 

 

 JCB は、「おもてなしの心」「きめ細かな心づかい」でお客様一人ひとりのご期待に応えていきます。そ

して「便利だ」「頼れる」「持っていてよかった」と思っていただける、お客様にとっての世界にひとつをめざし

続けます。 

以上 
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Arborについて 

 

＜各決済手段の 1 取引あたりの CO₂e 排出量（2022 年）＞ 

（単位：CO₂e g） 
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